
日時 令和５年10月20日 

14時10分～ 

 

令和５年度 大阪府立日根野高等学校第２回学校運営協議会 

 

 

１．施設見学及び授業観察（14時10分～15時20分） 

 

２．研究協議（15時30分～16時10分） 

 

３．会長及び校長挨拶 

 

４．協議会委員及び事務局員紹介 

  1)  協議会委員（出席者）５名 

    泉佐野泉南医師会看護専門学校 副学校長    西田 好江 様 

    ひねのこども園        園長      神藤 吉伸 様（遅参） 

    泉佐野市立日根野中学校    校長      武田 博之 様 

    イオンモール日根野      ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ  横倉 実可 様（欠席） 

    大阪府立日根野高等学校    後援会役員   小伊勢 智子様（遅参） 

    大阪府立日根野高等学校    PTA会長     畠中 清匡 様 

  2)  事務局員 （出席者）９名 

    校長         山本 好男 

    教頭         川瀬 治彦 

    事務長        松元 敏行 

    首席         栗原 重彦 

    首席         矢萩 友之 

    教諭（教務部長）   大土  渡 

    教諭（生徒指導部長） 木藤 耕平（欠席） 

    教諭（保健総務部長） 武田 吉惠 

    教諭（進路指導部長） 堺  花野 

    教諭         羽多 修一 

 

５．協議案件 

１）本日の授業観察を受けて感想等 

＜委員＞「楽しそうに授業を受けていた印象」 

＜委員＞「高校生が自由に楽しそうに授業を受けている印象。中学校とは異なる授業で

あった」 

＜委員＞「先生方が工夫されている授業であった。また学年が上がるにつれて授業の生

徒の集中力の差を感じることができた。また高校在学中の学習内容をきちんと

しているので、専門学校などでも基礎を持って進学されているのではと感じ

た。更には専門学校教員との交流などができればと考えている」 

 



 

２）本校35期生（令和5年度卒業予定者）の現在の進路状況について 

【進路指導部より】 

・９割以上の生徒が進学をしている。 

・就職に関しては学校斡旋就職で２名希望。２名とも内定。また求人数も昨年度３６１

件から４２８件と求人件数は増えている。 

・公務員に関して、希望者は１０名程度。国家１次試験では１名 警察１名 地方２名

が突破。公務員対策の講習など参加している生徒は合格率が高い。 

・進学については１６名程度が最終合格を勝ち取っている。また総合型で５６名が受験

し、内定などを勝ち取っている。指定校では５９名が受験している。 

・看護系の進学に関しては現在、面接練習が多く行われている。生徒の様子としては生

徒の行きたい理由などが明確である。また、看護系をめざす生徒で経済的に困難な状

況では病院系列の専門学校への進学を促す。 

 

・進学に関する今年の傾向 

専門学校：動物看護が国家資格になったこともあり、人気が上昇。歯科衛生関係は昨

年度より人気が停滞傾向にある。 

大学：受験方式が多様化しているため、受験方法について生徒からの相談が多く見受

けられる。また３年生は切磋琢磨しながら受験に取り組む姿が見受けられる。また大

学が生徒募集に苦労している様子である。一方、難関大学では受験者数が多くなって

いるが競争率が高くなっている傾向にある。そのため、他の大学の併願などを促して

いる。 

 

・今後の課題 

進路決定された生徒への対応を検討中。スーツの着回し講座や、進路確定後の将来を

見据えた、イベントを計画中。 

 

・２年生を対象に 

卒業生を呼び進路講習会を実施。卒業生と生徒の活発な意見交換などがあり、充実し

た機会であった。 

 

＜委員＞保育関係の進学先は 

＜回答＞１０名程度が進学予定。保育関係においては初等教育の免許を取得する傾向が

ある。 

 

【３年学年主任より】 

・入試に関してはピークを迎えている状況。しかし、生徒の様子の中から受験に向けた

勉強の姿勢などが見えないことが正直な感想である。実際に受験し、不合格であった

際のケアの必要性がある。また、放課後補習を今年度から実施している。３５期の先

生方は生徒との距離が近く、職員室前の机では３年生が大半を占める状況である。 

 

 



【校長より】 

・中学生の進路希望状況について 

→現在は順調に生徒募集活動が実施されている。 

・学校の授業満足度 調査 

→3.41の数字であり、大阪府下では高水準である。 

・部活動加入率 

→（課題）微増である。今後の動向に注目している。 

・不登校について 

→（課題）転学者数などが増加傾向にある 

・働き方改革について 

→４年前と比べ、教員の時間外在校時間が４割減となり、教員の事務作業が減ってい

る。情報ツールを使い、さらなる削減をめざす。 

 

３）質疑応答・意見交換 

 

＜委員＞物価高騰にともなう、学食の経営はどうなっているか 

＜回答＞日根野の学食経営は近隣高校３校を扱っている。また値上げについて、申請が

あり承認をしている。加えて、撤退などの予定はない。学食の経営については

昨年度に活性化事業として、１年生に５００円分の学食券を配布した。今年度

は３学年すべてにおいて学食券を配布予定（１年生は配布済み） 

 

４）その他 

＜委員＞「進路決定後の生徒への対応に非常に共感できる。今後もぜひとも社会人とし

ての基礎知識やマナーなどの指導を学校からしていただけることがありがたい

と感じている。」 

 

６．連絡事項 

 

○今後の日程 

第３回学校運営協議会 令和６年１月１９日（金）１５：４５〜 

 


